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群馬県南西部に位置し、東京から
約100Km圏内
人 口 49,314（平成30年3月1日 現在）

年間500人程度の減少
面 積 122.85K㎡
主な産業 かつては養蚕をはじめとする

農業であったが、現在は機械
製造や食品加工などの工業
が基幹産業

１-１．富岡市の概要

JAXA HPより
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１-２．派遣先での役割
富岡製糸場が世界遺産に登録されたことにより、連日、来訪者が押し寄せていますが、富岡製糸場周辺に訪
れるだけで、市内には回遊せず、滞在時間は平均２時間以内と短く、世界遺産効果が地域経済に波及して
いないのが現状である。

観光地でなかった本市が、富岡製糸場を核として観光を切り口に、地域経済の活性化を図るには、行政には
ない民間のノウハウが必要である。

来訪者に選ばれる観光地としてのブランドを確立するためには、富岡製糸場のほかにも地域の宝を探し、磨き
上げ、情報発信していく。そして市民と様々な業種が連携することにより地域が一体となって戦略的に取り組む
必要がある。

日本を訪れる外国人は、年々増加しており、旅行消費額は、日本人と比べ多額で、経済効果は大いに期待
されている。

2020年には、東京オリンピック・パラリンピックが開催される。東京からも近い地理的条件を活かしたインバウンド
対策への取り組みが必須である。

２-１．富岡市の取り組み
≪≪ ビジョン ≫≫

富岡市では、「世界遺産・富岡製糸場」を核とした観光分野を中心に、歴史や文化、自然の魅力を最大限に引き出し、産
業や教育など多様な分野を有機的、横断的に組み合わせ、官民が連携した新しい富岡市を創造することで、人口減少を
抑制し、社会的、経済的に持続可能なまちづくりを目指します。

≪≪基本方針≫≫

Ⅰ．新たな価値の創造
本市で築かれてきた歴史や伝統文化、自然など郷土への理解を深める取り組みを幼少期から進めることで、地元に対する
愛情と誇り、自信を育て、定住の継続につながる取り組みを推進します。また、富岡独自の魅力を活用した新たな商品・サー
ビスを開発・提供することで交流人口の拡大を図り、地域経済への波及効果の増大を目指します。
（施策）
◎富岡市民としての郷土愛・誇りの醸成 ◎人々を惹きつけ続ける富岡の魅力づくり

Ⅱ．持続可能な基盤整備
官民をあげて「新たな価値の創造」を進めるためには、安心安全な市民生活と生産・消費活動のインフラとなるハード整
備が必要であり、そこに生産性の高い仕組みづくりと実際に事業を推進できる人材の育成、政策決定の根拠となるデータ
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２-１．富岡市の取り組み
収集の仕組みづくりなどの基盤整備に取り組みます。
（施策）
◎安心安全、持続可能な施設づくり ◎回遊性の向上、滞在時間の延長を後押しする基盤づくり ◎多様な交流を進め
るための人づくり ◎交流による地域づくりを進めるための体制づくり

Ⅲ．多様な連携の推進
観光地でなかった本市が、これまでになく市外から多くの来訪者を迎えるようになった現在、本市の行政と民間の企業、組
織・団体だけで施策を推進することは難しいのが実情です。市内の官民に加え、近隣の自治体や企業との連携、複数の
業種にまたがる連携など、多様な連携を推進します。
（施策）
◎富岡製糸場や絹に関わる連携 ◎交流促進に向けた連携 ◎市民生活に関わる連携

Ⅳ．富岡の成長を支える人材の確保
本市も他の自治体と同様、人口は減少し少子高齢化が進んでいます。このため、持続的に地域コミュニティなどの社会的
な活力と地域経済の成長を維持するため、人口減少対策と地域産業を支える担い手の確保への取り組みを絶え間なく推
進します。
（施策）
◎地域経済・地域づくりの基盤となる定住人口への対策 ◎交流人口の拡大を下支えする生産の担い手の確保

２-２．自身の取り組み
≪≪主な取り組み事例≫≫

富岡製糸場のみならず、観光全般に関する分野を担当した。

富岡製糸場への誘客促進と製糸場からの回遊、周遊ルートの造成
WEBやSNSを駆使した情報発信
インバウンド対策への取り組み
リピーター客、滞留時間、旅行消費額の拡大
地域素材の磨き上げと着地型旅行コンテンツ開発
DMOの設立と推進体制の構築
教育旅行の誘致
食を軸とした特産品、お土産品のブラッシュアップ、販路拡大

イメージキャラクター お富ちゃん
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３．地方創生に取り組むに当たって意識した点、必要な観点など

≪≪意識した点、必要な観点≫≫

・富岡製糸場の世界遺産登録により、一挙に観光客が押し寄せるようになり、富岡市は観光地に『昇格』し、商店街の
空き店舗に新たな事業者が入居するなど、かつての賑わいを取り戻しつつある。観光業が『地域産業』へ着実に成長
しつつあり、観光の持つ【チカラ】を実感している。

・一方で、急激な『観光地化』と大量の観光客の来訪は、地域住民との様々な軋轢も生じている。また、地域産業
へ成長途上の観光業への地域住民の理解や協力は、まだまだ十分とは言えない。

・観光業の地域産業としての発展、成長には地域住民の更なる理解や協力促進が欠かせない。いかにして地域住民を
巻き込み、理解させ、協力を引き出させ、主体的に取り組む『仲間づくり』のための仕掛けや工夫に苦慮した。
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４-2．その他 世界遺産効果のSWOT分析

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29
31.4万人 133.7万人

（世界遺産）
114.4万人 80万人 65万人

（見込）

富岡製糸場
見学者推移

好影響 悪影響
内
部
環
境

【強 み】

・世界遺産ブランド力による交流人口の拡大、外貨獲得
（経済波及効果）、観光地としての認知度向上
・首都圏からの立地（100㌔圏内）
・市内外への回遊、周遊ルートの確立
・シビックプライドの醸成

【弱 み】

・交流人口の拡大に伴う騒音、渋滞、ゴミ問題の発生
・限定的な経済波及効果
・富岡シルク需要拡大による供給不足（養蚕業の再興）
・滞留時間、旅行消費額の不足
・脆弱な2次交通
・既存顧客の損出（地域個店）

外
部
環
境

【機 会】

・政府政策（明日の日本を支える観光ビィジョン構想等）
・2018年（⇒明治１５０年、日仏友好１６０周年）
・インバウンドの増加
・新聞、雑誌等のメディアやマスコミへの露出拡大
・富岡製糸場開場150周年（2022年）

【脅 威】

・世界遺産ブランド力の低下
（登録経年、他遺産の登録等）
・周辺集客施設との競合激化
（こんにゃくパーク等）
・旅行商品造成の激減
（団体客の激減）
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大野市の紹介
○ 町の至る所に湧き水があったと伝えられている
ほど、古来から地下水が豊富

○ 約４４０年前、織田信長の部将 金森長近が京都
に模した碁盤目状の城下町を建設。市街地南部の
湧水地「本願清水」を水源地として、町用水を整
備し、その町割りが今も残っている（下図赤線）

本願清水（しょうず）

（平成の名水百選） 市街地中心部

人口 ⇒ 約３３，０００人
面積 ⇒ ８７２．４３ｋ㎡（県全面積の２０％）

※森林が87%を占める

「天空の城」
越前大野城

「大野丸」
幕末に大野藩が建造
樺太まで広く交易を行い
藩財政の立て直しに貢献

改善の方向性
① 組織や仕組み、ひいてはまちの空気そのものを改善し、一人一人
がより意志を発揮できるような土台を構築したい

② 横並びや自治体間の小さな競争など気にせず、大きなビジョンを
掲げ世界を直接相手にするような、突き抜ける気概がほしい

③ 大野人が持つ純朴さを生かし、真っ当な、社会の役に立つ取組を
「結」の心で広げ、分かち合うことで、世の中から尊敬される「結
の故郷づくり」をしたい

① 戦略的、横断的な地方創生の推進のための「政策局」の設置

② 生産性向上、職員のエンパワーメントのための「働き方改革」

③ 大野の誇る地域資源「水（湧水）」を核としたソーシャルな
人口減少対策「水への恩返し Carrying Water Project」
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① 政策局（就任時の体制にかかる課題）

○ 具体的なミッションが与えられていなかった
（決まっていたのはヒアリングへの参加と決裁のみ）

○ スタッフがいなかった
（誰をどう動かしたらいいかわからない）

○ 市役所が何をしているかわからなかった
（所管事項説明も引き継ぎもなかった（新設ポスト））

① 政策担当秘書官の新設
・ 市役所の林順和主査（経産省出向経験者）を専属で秘書官とし、

各担当との調整や折衝を担当

② 総合調整を行う部「政策局」を新設
・ 秘書官個人ではなく、組織として調整機能を埋め込む

① 政策局（改革の具体例）

②議会答弁の作成を通じた各課
室の裁量向上

部局長、課室長が答弁する場合、従
来はすべての答弁を三役が確認

↓
各課室において答弁書を作成後
① 部局長答弁は、

政策局長の確認でセット
② 課室長答弁は、

必要に応じ政策局と調整

部局長・課室長がある程度自由度
を持って答弁をする（＝政策の方針
を決めて、周知する）ことを可能と
し、役割と責任を明確化

①事業方針の一元的な策定

ヒアリングによる見える化
各部局からの事業235事業

↓
政策局によるヒアリング３回
① 7.28.31、8/2.3 229事業
② 8/24-25 47事業
③ 9/13-14 66事業

事業方針と予算を連動
上記ヒアリング結果を事業方針と
して明文化した上で、予算編成方
針と連動させて全庁へ提示
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「わたしが未来の市長」プロジェクト（平成２９年度新規）

①キックオフ・特別講義 （4月～5月）
高校において、副市長の今による講演や
事業説明、法政大学名誉教授の岡﨑昌之
氏による特別講義を実施

②校内での取組 （4月～7月）
１学期の総合的な学習や現代社会科の授業において、学年全員が取り
組み、学期末に学年全体で成果を発表し、生徒自身による投票などにより
学校代表チームを選考

③フィールドワーク （8月）
各チームのテーマに沿って、先進的な取り
組みを行っている地域やイベントなどに出向
き、現場を見ながら、住民や専門家との意見
交換や、市民や観光客を対象としたアンケー
ト調査を実施

④グループワーク （8月～10月）
各チームに市職員が関わり、フィールドワークの分析やチーム内での議論
に指導助言を加え、アイデアをブラッシュアップ

⑤発表会 （11月）
開催日：平成２９年１１月１１日（土）
発表者：高校生７チーム、中学生４チーム
審査員：大野市長、岡﨑名誉教授など５名
参加者数：発表者、観覧者等約１５０名

【これまでの取組】
市内の中学生・高校生が

自分が市長になったつもりで
「思い描く20年後の市の未来像」

へのアイディアを提案

市民公開型の
プレゼンテーション

来年度以降
市の施策に反映させる！

② 働き方改革の推進
• 29年５月から、全部局で実施

– 事務分掌の細分化と調整
– 管理表を活用した計画的業務推進
– 会議のセットアップ（時間、目的）
– 残業時の事前報告の徹底
– ノー残業デーの徹底（水曜）

• 前年度比で（４月～10月平均）
– 超過勤務時間 約25％（約５時間）減
（消防・業務職を除く）

– 超過勤務手当 約8,200千円削減（全部局）平成29年5月1日付日刊県民福井記事
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③ 水への恩返し Carrying Water Project（CWP）

〇 古くから地下水が豊富であり、高度経済成長期に起きた枯渇を克服し、
現代でも水に生かされている大野市が、
〇 人々が助け合い、地域と地域、人と人とをつなぐ、大野市の伝統である
「結」の心に基づき、
〇 水のありがたさを「水への恩返し」として様々な形で世界中と分かち合うことを
通じ、地球の将来や人々の幸せに貢献していくことを目指すプロジェクト。

①豊かな水に育ま
れた「水の箱庭」

②枯渇の苦難を
乗り越えた歴史

③古来より伝わる
「結」の心

（単なる「名水のまち」ブランドではなく、）大野でしかできない、
水を通じた「ソーシャルな人口減少対策」という新しい試みへ

「水への恩返し」取組の全体像

東ティモールへの支援
（市民の意識啓発、自信と誇り）

水のがっこう 水をたべるレストラン 水環境の
保全・継承

意識啓発
賛同の輪の拡大

90



水のがっこう

出張講義（市内、県内、県外）

各種企業等での活用

これまで大野で蓄積されてきた水に関する知見等をシェアし、将来を担う子どもたちが水につ
いて学び、大切さを実感し、世界の水について考える機会の提供や、全世界に向けた情報ネット
ワークの構築などを通じた水に関する研究活動等の推進等により、世界の水問題に貢献する

○『水の本』作成・活用

日本ユニセフ協会を通じて、約40,000部を今秋
全国の小学校・中学校・高校等に配布したところ、
1000冊を超える追加配布要望と、講義依頼が接到

配布要望 12校
出前授業要望 4校
ＷＥＢから使用 2校

※平成29年12月15日現在

意識啓発・賛同の輪の拡大

9

＜水への恩返しパートナー＞

○ 「水への恩返しパートナー」の募集

○ 各種講演会等の場での
活動紹介・理念の浸透促進

水に対する市民の意識をさらに高めるとともに、「水への恩返し」の理念に賛同いただける企
業・大学等の各種団体からのご支援をいただき、活動の継続・発展を図る

H29.12.8 地方創生フォーラム「まちてん」
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越前おおの みずコトアカデミー

講座回 月日 会場名

第1回 12月10日(日)
リトルトーキョー

第2回 1月27日（土）

第3回 2月10日（土）
～12日（月・祝）

大野市内での現地実習
2泊3日

第4回 2月24日(土)
リトルトーキョー

第5回 3月10日(土)

大野での暮らしや、若者が活躍する地域づくりに関心をもつ首都圏在住の方を対象とし、
「水」を切り口として、「越前おおの」を知ってもらうための連続セミナーを開講
関係人口の増加を図るとともに、将来的な移住者の確保にも繋げていく

スケジュール■指出 一正氏

■長谷川 和俊氏（大野市出身・在住）

『月刊ソトコト』編集長／株式会社木楽舎 取締役

＜講師＞

＜メンター＞

映像作家 デザイナー

＜参加者＞
１３人（男7人、女6人、20代～50代、県内出身者4人を含む地方出身者が多数）

国際的な連携

フランスの「エロー・地中海都市圏共同体」と

水問題への連携した取組を進める署名を締結
（2018.3.13＠日本環境省）

（平成30年3月21日 産経新聞）

第８回世界水フォーラムへの参加
（平成30年3月＠ブラジリア）
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173

福岡県内で「主要農作物」が 
『果樹類』はうきは市のみ。 

うきは市 
約３５％ 

福岡県平均 
約８％ 

＜フルーツ編＞ ＜野菜編＞ ＜歴史編＞

174



古民家での開催

市長の熱い思い

すべてが“うきは産”の料理 
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筑後吉井地区 新川田篭地区
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 うきピーです！ 
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